
【
問
】
市
民
の
共
有
財
産
で
あ

る
市
有
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
で
方
針
を
決
定
し

て
い
る
が
、
数
年
度
に
わ
た
り

売
却
さ
れ
て
い
な
い
物
件
が
あ

る
。
予
算
で
は
収
入
と
し
て
計

上
し
た
が
、
歳
入
欠
陥
と
な
る

見
込
額
は
、
平
成
26
年
度
で
約

６
億
３
千
万
円
に
も
の
ぼ
る
。

  

売
却
の
交
渉
に
期
限
を
設
け
、

期
限
が
経
過
し
た
後
は
、
機
会

の
平
等
の
た
め
に
も
、
原
則
ど

お
り
入
札
に
よ
っ
て
公
有
財
産

を
売
却
す
べ
き
と
考
え
る
。

  

交
渉
や
売
却
が
進
ま
な
い
理

由
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
、
売

却
を
進
め
る
た
め
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
聞
き
た
い
。

【
答
】
地
元
の
町
会
や
自
治
会

か
ら
買
い
受
け
の
要
望
が
あ
る

土
地
は
、
当
該
団
体
と
優
先
的

に
交
渉
し
て
い
る
が
、
条
件
面

で
折
り
合
わ
ず
、
調
整
に
時
間

を
要
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
売
却
の
方
針
が
決
ま
っ

た
後
に
状
況
が
変
わ
り
、
売
却

で
き
な
い
土
地
も
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
入
札
を
実
施
し
た
が
申

込
者
が
な
く
、
処
分
に
至
っ
て

い
な
い
土
地
も
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
が
、
歳
入
欠
陥
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

売
却
可
能
な
状
況
で
長
く
保

有
し
て
い
る
こ
と
は
、
市
と
し

て
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
つ
い
て
、

解
決
で
き
る
方
途
を
講
じ
、
売

却
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。

【
問
】
本
市
に
は
、
高
校
卒
業

後
に
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る

施
設
は
、
近
畿
職
業
能
力
開
発

大
学
校
し
か
な
く
、
市
外
へ
の

就
学
に
よ
る
人
口
減
少
が
課
題

で
あ
る
。

  

大
学
の
誘
致
は
、
人
口
増
加

策
と
な
り
、
経
済
効
果
も
大
き

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
教
育
水
準
の
向
上
は
も

と
よ
り
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
、
学
生
に
よ
る
活
気
の
創

出
や
経
済
波
及
効
果
な
ど
、
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
交
通

ア
ク
セ
ス
や
立
地
条
件
な
ど
の

問
題
が
あ
り
、
す
ぐ
に
は
実
現

が
難
し
い
が
、
今
後
も
調
査
し

て
い
く
。

【
問
】
学
力
向
上
や
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
の
解
消
に
つ
な
が
る
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
本
市
で
は
、
中
学
校
の

英
語
教
員
が
小
学
校
で
外
国

語
活
動
の
授
業
を
行
っ
た
り
、

小
・
中
学
校
の
教
員
が
体
育
や

音
楽
の
授
業
を
相
互
に
乗
り
入

れ
て
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
学
校
区
別
に
合
同

推
進
会
議
を
開
催
し
、
幼
稚
園

か
ら
中
学
校
ま
で
の
11
年
間
を

見
通
し
た
取
り
組
み
を
研
究
し

て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
学
校
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
小
学
校

へ
派
遣
し
た
り
、
中
学
校
の
教

員
が
小
学
校
６
年
生
に
出
前
授

業
を
行
う
こ
と
で
、
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

  　
　

　  
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平

成
27
年
度
岸
和
田
市
一
般
会
計

予
算
を
初
め
、
特
別
会
計
予
算
、

企
業
会
計
予
算
並
び
に
関
連
諸

議
案
の
計
32
件
に
つ
い
て
、
限

ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
予
算
が

事
業
の
重
要
性
や
優
先
度
を
考

慮
し
編
成
さ
れ
て
い
る
か
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
て
い

る
か
な
ど
に
主
眼
を
置
き
な
が

ら
、
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
。

　

政
府
に
よ
る
27
年
度
の
経
済

見
通
し
で
は
、
緊
急
経
済
対
策

な
ど
を
初
め
と
す
る
各
施
策
の

推
進
に
よ
っ
て
景
気
回
復
が
見

込
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
社
会
保
障
関

係
経
費
の
増
加
や
、
税
収
の
低

迷
な
ど
、
い
ま
だ
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
人
口

減
少
対
策
を
含
む
地
方
創
生
に

向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
依
然
と

し
て
扶
助
費
や
公
債
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
の
占
め
る
割
合
が

高
く
、
財
政
の
硬
直
化
を
示
す

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
を
超

え
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
と
と
も
に
人
口
も
減

り
続
け
る
傾
向
に
あ
り
、
自
主

財
源
の
確
保
な
ど
に
よ
る
財
政

の
健
全
化
や
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
の

実
行
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

提
案
さ
れ
た
27
年
度
予
算
並
び

に
関
連
す
る
諸
施
策
に
は
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
拡
充
や
チ
ビ
ッ
コ

ホ
ー
ム
の
増
設
、
幼
稚
園
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
所
時
間
延

長
、
三
世
代
同
居
近
居
支
援
、

新
た
に
創
業
す
る
企
業
へ
の
支

援
、
新
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

整
備
な
ど
、
市
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
る
た
め
、
満
場
一
致
を
も

っ
て
原
案
を
可
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

▼
子
育
て
世
帯
が
働
き
な
が
ら

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
た

　

め
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

　

援
事
業
計
画
」
の
実
施
に
よ

　

り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
的

　

確
に
応
え
ら
れ
た
い
。

▼
特
色
あ
る
教
育
や
い
じ
め
の

　

な
い
教
育
、
快
適
に
学
べ
る

　

学
校
環
境
の
実
現
に
取
り
組　

　

ま
れ
た
い
。

▼
小
中
学
校
な
ど
の
適
正
規
模　

　

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た

　

定
住
促
進
策
を
強
力
に
推
し　

　

進
め
ら
れ
た
い
。

▼
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
岸
和

　

田
の
実
現
に
向
け
て
市
長
が

　

手
腕
を
発
揮
し
、
ス
ピ
ー
ド

　

感
を
持
っ
て
施
策
に
取
り
組

　

ま
れ
た
い
。

▼
財
政
の
早
期
健
全
化
の
た
め
、

　

行
財
政
新
改
革
プ
ラ
ン
の
実

　

行
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

　

目
標
を
持
っ
て
行
政
コ
ス
ト

　

の
削
減
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

▼
子
ど
も
医
療
費
の
通
院
に
係

　

る
助
成
対
象
を
、
一
刻
も
早

　

く
中
学
校
卒
業
ま
で
引
き
上

　

げ
ら
れ
た
い
。

▼
学
校
施
設
で
の
非
構
造
部
材　

　

の
耐
震
化
を
図
ら
れ
た
い
。

▼
計
画
的
に
35
人
学
級
の
対
象　

　

学
年
を
引
き
上
げ
ら
れ
た
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保

　

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
料
は
、
減
免
制
度
を
含
め
、

　

本
市
と
し
て
負
担
軽
減
の
努

　

力
を
す
る
と
と
も
に
、
国
に

　

対
し
て
抜
本
的
な
負
担
軽
減

　

策
を
強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

２
人
の
議
員
が
一
般
質
問

公有財産の運用は

行政経営の視点で

京西　且哲　議員

学生の増加で

活力あるまちに

鳥居　宏次　議員

新
年
度
関
連
議
案
を
審
査

予
算
特
別
委
員
会 

委
員
長
報
告

審
査
過
程
で
の

主
な
意
見
・
要
望

政策討論会を開催
　議会基本条例の取り組みの

一環として、平成 26 年度は、

２つの分科会でテーマを設定

し、各議員が意見交換を行い

ました。

　第１分科会では「人口減少

社会対策について」、第２分科

会では「教育環境（施設面の

改善）について」を議論して

きました。

　その中で出された意見は、

全体会議の中で各分科会座長

が報告し、議員間で問題意識

を共有しました。

次期定例会 開催日程について

　次期定例会の開催日程及び議会中継

の放送日については、決定次第、議会ホ

ームページに掲載します。

　本会議または委員会の傍聴を希望さ

れる方は、日程をご確認のうえ、当日、

市役所新館３階受付へお越しください。
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〔◎   委  員  長
○   副委員長

〔
市有地の有効な活用を

専門技術を学べる大学校
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